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論文内容要旨
1
研
究 目
的
 胆石はビリルビン石灰石(以下ビ石灰石と略)とコレステリン系石(以下コ系石と略)に大別さ
 れ,その成因は全く異なることは諸塚の認めるところである。また両結石例胆汁は細菌感染率のみ
 ならず,その成分比にも著しい差が認められている。さらに臨床上,いわゆる萎縮胆嚢はコ栗石例
 にみられることが多い。このような観点から,著者は結石の種類によって胆嚢の変化が異左るので
 はないかと考え,ビ石灰石,コ累石,純色素石胆嚢を組織学的むよぴ組織化学的に比較検討した。
豆
 研究材料および研究方法
 最近の約2年半にわたり,当教室に急いて手術時摘出された胆石症胆嚢のうち,51例を対象と
 した。症例は,ビ石灰石例16例,コ栗石例29例,純色素石例6例であった。摘出胆嚢は,胆汁
 を無菌的に採取して細菌培養を行なった後に,肉眼的観察を行ない,頸部より底部にいたる短柵形
 の組織片を採取し魅これをZenker-Forma■in液で固定し,Paraffinに包埋,5μ
 の薄切肉片を作製し,次に述べる染色を行なって各層ごとに観察した。染色方法11阻ema・七〇一
 xylin-Eo8in染色t21vanGie80n染色(3)Golloi且鉄反応(Rinehar七)(411%
 塩酸Alcianblue染色(pH2.0)(5)Gol■oid鉄・PAS反応
廻
研
究
成 績
 1、肉眼的所見胆嚢長径の正常値といわれる6～80π1より腫大を示した便は,ビ石灰石例68
 %であったのに反し,コ糸右例では44弱,純色素石例50働であった。しかもビ石灰石例では
 10㎝i以上の高度腫大を示した例は50%を占めていた。一方,5c珈以下の縮小例は,ビ石灰石例
 ではわずか1拗(62鮪),純色素石例では1例もなかったが,コ栗石例では5例(1Z5%)で
 あった。また胆嚢壁の厚さについてみると,ビ石灰石例では2?,蹴以下の例は45%とほぼ半数を
 占めていたのに反し,コ栗石例では10、5%で,大部分は肥厚を示した。純色素石例では5働(
 (859合)と肥厚を示す例はほとんどなかった。
 2.組織学的所見各層にかける円形纈胞浸潤の程度,細胞の種類には差が認められなかった。
 しかるに,結石種類により炎症反応は異なってむり,ビ石灰石例では組織が温存される傾向を示し
 たのに反し,コ系石例むよび純色素石例では,各層とも破壊される傾向を示した。すなわち,ビ石
 灰石例では・修復機転としての結合織増生を示す例は少なかつ鳥しかし,コ糸石例むよび純色累
 石例では,全層にわたり結合,織哨生が認められ,固有層,漿膜下旛までも強固な結合織勝雄で占め
 られている例が多かった。また筋層では,両縞石胆嚢では明らかにその態度は異なり,ビ石灰石拠
 は肥大し,コ系石卦よび純色素石例では,筋束は萎縮あるいは勅維化の著明な例が大部分であったb
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 ろ.組織化学的所見Colloid鉄反応むよびAlcianblue染色は,線維化巣とくに肉芽
 組織の部に一致して陽性を示し,またその部には,肥満細胞が種々の程度に分布しているのが認め
 られた。そして,コ系石例むよび純色素石例では,各層とも広汎に陽性を呈している例が多く,ピ
 石灰石例では小範囲の陽性例が数例認められたにすぎなかった。コ系石例にむいてこれら染色が陰
 性を呈した例では,大部分が広汎な瘢痕融織で占められている例が多かった。これに反し,ピ石灰
 石例の陰性例は結合織増生の認められない例であった。す左わち,これら染色は線維形成の初期に
 かいて陽性を示し量瘢痕化とともに陰性とたることが認められた。CollGid一鉄・PAS反応に
 ついては,ビ石灰石例の筋東は,正常胆嚢の筋束にみられるように,PAs反応強陽性の細網海難
 により規則正しい網目状に分割され,eolloid鉄反応は陰性を示す例が多かった。しかるに,
 コ系石例卦よび純色素石例では,この構造は乱れ,断裂された筋線維が不規則にPAS反応陽性を
 示し,この間に増生した肉芽組織にColloiα鉄反応が陽性を呈している例が多かった。瘢痕部
 にむいてはPA8反応も陰性であったo
 w結論
 1・肉眼的には・ビ石灰石胆嚢は睡大する傾向を示し牟のに反し・コ系石胆嚢は縮少し,しかも
 壁は肥厚する傾向が認められた0
 2、組織学的には・円形細胞浸潤の程度卦よび細胞の種類については,各種結石例に差は認めら
 れず,主体はリンパ球であった。しかし,ビ石灰石例では壁の障害が軽度で,線維化を示す例はほ
 とんど宏かつた。これに反し,コ糸石胆嚢では全層にわたり線維化する傾向が認められた0
 5.組織学的には,結石の種類を問わず,肉芽組織の部に一身してGoUoid鉄反応むよび
 AlciaロblUe染色が陽性を示し,しかもこの部には肥満細胞の分布が認められた。ビ石灰石例
 では,これら染色陽性例は少なかつπ。一方,コ糸石例では,これら染色陽性を呈する例が多く,
 また陰性例の大部分は,すでに瘢痕化している症例であった。
 4、以上の所見より,ビ石灰石胆震とコ系石胆嚢に赴ける炎症道程は明らかに異なることが判明
 した。なむ少数例ではあるが,純色累石胆嚢はコ栗石胆嚢に非常に類似した所見を呈した。
 5.このような結石種類による胆嚢壁の変化について,最近までの胆嚢炎発生原因に関する学説
 と対比して考察した。その結果,胆汁中胆汁酸がこのような壁変化の差をもたらす可能性のあるこ
 と力射琵祭されブヒ。
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 審査結果のi要旨
 胆石はビリルビン'石灰石(以下ビ石灰石と略)とコレステリン系石(以下コ系石と略)に大別ざ
 れ,その成因が全く異なることは諸塚の認めるところである。'二毛た,両結石働胆汁は細菌感染率か
 よび胆汁成分にも著しい差が認められている。著者は,結石の種類により胆嚢壁の変化も異左るの
 ではないかといり観点から,ピ石灰石棚16例,コ系石鯛29訓,純色素石働6例について組織学
 的‡∋よび組織化学的に検討し,次の知見を得ている。
 1)肉眼的には,ビ石灰石胆嚢は腫大する傾向をオミし,これに反しコ系石胆嚢は縮小する傾向を
 示したn
 2)組織学的に1砿,1月形細1抱侵滑・1の程1夏ニト・よび細胞の手重鋸1にっレ・ては,両結石例」に著しい差は認
 められずザその主体奴リンパ球であった。しかし,胆汁中細菌検出率はビ石灰石鯛では全洲に1湯性
 でわるのに,壁の陣雲は軽微で哀bり,線維化を示す例はほとんど友かっだnこれに反しコ系石園で
 は,胆汁中細菌検出率か非常に低いにもがかわらず,壁の障署が高度で,全層にわセリ線維化する
 傾向が認められた。
 5)組織化享的には,結石の独嬢乞1尉イっず,肉芽1華臨融の吝トに酸輯、ムコ多可瘡染色が1湯性を呈し,そ
 の部には肥淋1凝細胞σ)分布を認めた1。ビ石灰シβ蜘では本染色陽性四jにt少なく,己れに1交しコ系石釧1で
 1・剥場†1二k例が多く,陰・准例の大部分はすでに瘢痕化している例であった、,
 以上の知凋.から著者は,ビ石灰石胆鵠とコ系石胆艇¢)態度は明らかに異なりン後者でのみ多くは
 線維化し,いわゆる萎縮胆嚢となることを述べてい者)。さらに著者は,最近までの胆嚢炎発生原因
 に関する学説と対比して考察した結果,各種結石が発生する際の胆汁中胆汁酸量の差がこのような
 壁変化の差をもたらすものと推論している。
 本研究は,結石袖類により,その胆嚢壁の組織学的変化が異なることを明らかにしたにとどまら
 ず,この原因が胆石形成の際に生ずる胆汁成分の変化によることを推察せしめるものでああ。従っ
 て,いまだ明確にされていない胆嚢炎発生原因を解決する一つの糸口を与えるものと思われる。よ
 って本論丈は,学位授'与に値するものと認めるn
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